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植物が健全に生育するには、光などの環境要因に適切に応答し、

成長や形態形成、病原菌やストレスへの防御の体制を調節しなけ

ればなりません。モデル植物であるシロイヌナズナを用いて、水

の輸送や形態形成、防御に関わる遺伝子の光応答の仕組みに迫り

ます。

アクアポリンの光による発現や機能の調節：

アクアポリンは水やアンモニアなどの低分子を通す生体膜に

あるタンパク質です。光が水などの輸送の効率をどのように

調節し、植物の成長や形態形成を変えるのか、原形質膜や液

胞膜にあるアクアポリン（PIP,　TIP）の研究を通して探っ

ています。

防御遺伝子の発現調節：

光は植物の防御能力を高めます。防御遺伝子の光による発現

調節のしくみと、その機能の解明を目指しています。

光による根毛形成の促進：

光が根毛形成を促進する仕組みを探るために、明所で根毛が

著しく増える変異体（lrh1）を単離し、研究を進めています。

モデル植物
シロイヌナズナ

遠赤色光（FR）による胚軸と根の境界部
での防御遺伝子の発現促進

光による植物の成長調節

植物細胞とアクアポリン (PIP, TIP)

根の表皮、皮層、内皮細胞における液胞膜アクアポリンの発現

光を照射したときに根毛が野生型よりも増える突然変異体
(lrh1)

原形質膜アクアポリン
の維管束での発現

スクミリンゴガイ：

南米原産で、稲の食害や生態系への影響が
大きいため、世界および日本の侵略的外
来種ワースト 100 の両方に入っています。
この貝をコントロールするために、在来天
敵相を活用した画期的な防除法の開発を行
なっています。

光合成するウミウシ：

動物で唯一、餌の海藻から葉緑体を細胞内に取り込んで、光合成に利用

しています（盗葉緑体）。光合成がウミウシにとってどういう役割を果

たしているのか調べています。

スクミリンゴガイと卵塊

テンテンコノハミドリガイ ヒラミルミドリガイチドリミドリガイ

フジツボ類：

基本的に雌雄同体ですが、中には雌雄同体に小さな雄（矮雄）が付いて

いる種、あるいは雌に矮雄が付いている種があります（ダーウィンの発

見）。なぜこのように多様な性表現が進化したのか、ダーウィンが残し

た謎に迫ります。

ホネクイハナムシ
（通称ゾンビワーム）など：

深海の特殊環境に適応した動物の

未知の生態を，潜水艇や飼育水槽

を用いて調べています。

【深海の生物】

鯨骨に着生するホネクイハナムシ　

【フジツボ類の性】

ミョウガガイ
（雌＋矮雄、矮雄は

0.5㎜）

オノガタウスエボシ
（雌雄同体＋矮雄 、矢印は

矮雄を示す）

ムラサキハダカエボシ
（雌雄同体）
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生物多様性の維持メカニズムに関する研究
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生物多様性の構造・変動・保全に関する研究

佐藤　宏明
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陸水生態系の生物多様性維持機構に関する研究：

陸水生態系では，他の生態系と比べ急速に生物多様性が失われています。

そこで食物網構造内での生物間相互作用に着目し，陸水生態系の生物多

様性がどう維持されているのか調べています。

ダム河川における課題抽出と環境修復策の効果検証：

ダムは河川の連続性を分断することで，生態系に大きな影響を及ぼしま

す。ダム河川における食物網や生物多様性の改変や，環境修復策の効果

について調べています。

里地の小さな陸水域における生物多様性保全：

ため池や滲み出しによる湿地などの小さな陸水域は，里地の生物多様性

を補償する場として重要とされています。水を汲むだけで生物分布を調

べる環境 DNA 技術などを用いて，保全的研究にも取り組んでいます。

ため池、山地渓流、

富郷ダム下流、開放中のダムゲート、菅生ダム下流

河川の多様な生物相

ニホンジカ－イラクサ－アカタテハの相互作用：

奈良公園に自生するイラクサにはたくさんの刺毛が生えています。この形

質は、長年にわたり保護されてきた 1000 頭を越えるニホンジカに対する

防御機構として進化したと考えられます。そして、この影響は幼虫がそう

したイラクサを食べるアカタテハの生態にも影響を及ぼしています。三者

間のそんな関係を研究をしています。

㊧奈良公園のニホンジカ　㊨㊤奈良公園のイラクサ　㊨㊦アカタテハ

潜葉性蛾類の生態と分類：

潜葉性蛾類とは幼虫が葉に潜って摂食する蛾のことです。寄主植物－潜葉性

蛾類－寄生蜂という三者間の生態的相互関係の研究と、潜葉性蛾類の系統分

類学的研究をしています。

【幼虫がヒサカキの葉に潜るムモンハモグリガ】

㊧成虫、㊨４個体の幼虫が葉に潜った後（＝潜孔）

㊧ムモンハモグリガ幼虫の体内にいる寄生蜂の幼虫、

㊥ムモンハモグリガ幼虫を外から食べている寄生蜂の幼虫、

㊨潜孔から羽化する寄生蜂
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植物がもつ花は非常に魅力的です。どうしてこのような綺麗な花を持つの

でしょうか？また、どうして様々な色やかたち、香りの異なる花がみられ

るのでしょうか？私たちは、花を含んだ植物の繁殖生態について、特に植

物をとりまく生物間相互作用に着目して研究を進めています。

花形質を介した植物と昆虫の生物間相互作用：

動けない植物にとって、植物個体間の花粉輸送は、昆虫など動物か、風な

ど非生物の送粉者に委ねます。そのため花形質は、送粉者との相互作用の

結果だと言えます。その形質がどのように機能しているのか、なぜ見られ

るのかについて調べています。

生物間相互作用の時間変動：

冷温帯落葉広葉樹林では、林冠木の展葉が始まると林床に届く光が劇的に

減少して暗い環境になり、秋に樹木が葉を落とすとまた明るくなります。

こうした光環境の強い季節性が、林床に生育する草本植物に与える影響を

調べています。林床植物にとって、その限られた時間に光をどのように利

用するのかは、植物の生産量と繁殖成功に重大な影響を与えます。そうし

た植物間での相互作用に加えて、送粉者の行動にも季節性があります。植

物が時間的に変動する環境の中で、どのようにうまくやっているのでしょ

うか？
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　奈良女子大学では、学部の 4 年間と大学院博士前期課程（修

士課程）の 2 年間の教育研究をスムーズに連結することを目

的とした「6 年一貫教育プログラム」を実施しています。

 

 プログラム生に認められた学生は、4 回生時に、大学院科目

から 10 単位までを受講することが可能で、奈良女子大学大学

院進学後はそれが大学院の単位として認定されます。

　プログラム生は大学院入学試験における筆記試験を免除さ

れ、また、特に成績が優秀な学生については、大学院入学後に

入学金に相当する額の奨学金が授与されます。

 6 年一貫教育プログラム



国立大学法人 奈良女子大学理学部

化学生物環境学科 生物科学コース

〒630-8263　奈良市北魚屋西町

http://www.nara-wu.ac.jp/rigaku/course_bio.html

●○ お知らせ ○●

オープンキャンパス

-夏季 -

（来場型）　2022 年 8月 6 日（土） 

午前の部 9：30～ 12：00, 午後の部 13：30～ 16：00

 （Weｂ型）  2022 年 8月 6 日（土）～ コンテンツ配信

   2022 年 8月 8 日（月）オンライン個別相談

-秋季 -

（来場型）　2022 年 11 月 23日（水・祝）9:30 ～ 12：00/13:30 ～ 16：00　

     （Web 型） 2022 年 11月 23日（水・祝），24日（木）オンライン個別相談

※オープンキャンパスは , 事前申し込みが必要です

サイエンス・オープンラボ（オンライン）

2022 年 11 月 1日 ( 火 ) ～ 2022 年 11月 30 日（水）オンライン開催予定（仮）


